
マスターセクションとなるM10/40、M10 はベーシックな機能を有しモジュールの構成
もFIX、24フェーダーまでのシステムと制限されるが、M40 はフルカスタマイズが可能
な上位機種となりディスプレイモジュールへ対応、DAWの同時使用も 8システム、64
フェーダー /9ノブまで拡張可能となる。また、M10/M40 には右下にモニターセクショ
ンが備えられ、その I/O は実績あるX-MONが同梱となる。

M40を擁するシステムで構成可能となるディスプレイモジュール。従来のコンソールを超える情報量はフルレングスの表示から複数メー
ターの表示までフレキシブルに対応出来る。特にProTools セッションと連動したカラー表示と波形表示はミキシングの進行が一目に取
れ、どのトラックに何の音がやってくるかを把握できる。また、大型のディスプレイにはフルレングスのメーターも表示可能でDAW上よ
りも精細なミックスを実現する。73%のユーザーが ProTools 内のみでミックスする（Avid 調査）というが、その作業の大きなサポート
になることは間違いない。なお、ディスプレイ表示はモジュールのCPUを使用するためProTools側に負担を掛けない仕組みとなっている。
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フラッグシップとなる System5 と全くの同一となる

100mm フェーダーを採用。ブラシレスモーターに

よる動作は静音に秀でるプロ

フェッショナルな仕様だ。ト

ラック名は OLED で表示し視

認性を確保、フェーダー脇に

はステレオメーターのほかゲ

インリダクションも表示可能

な 32 ポイント LED を 装 備。

最下部には 32 色のバリエー

ションとなる表示 LED が備る。

Master Module の下部に位置

する事となるオートメーション

モジュールはトランスポートと

オートメーションの切り替えを

担うモジュール。TC もここで

表示される他、任意の１チャ

ンネルを呼び出せるフォーカ

スフェーダーを装備。作業対

象を呼び出しておく事によりス

イートスポットを外す事無く作業に集中できる。JOG ホイールは ICON と同様

にロケータ、ズーム IN/OUT の操作も可能なマルチファンクション仕様。

M10 で は 5 ノ ブ、M40 で は

9 ノブ まで 拡 張で きる Knob 

Module は同様に 32 色のバリ

エーションを持つ。プロセスモ

ジュールで呼び出した機能をダ

イナミクスなら緑、EQ なら紫といったように一括した

色情報で現状のアサイン状況を確認できる。OLED に

よるパラメータ表示は視認性を確保し、プラグインか

ら AUX SEND まで幅広いコントロールが可能。

Knob Module へのアサインを

コントロールするなど、チャン

ネルストリップのステータス設

定を担うモジュール。PAN ポッ

トはこちらに備えられ、他のモ

ジュール同様に OLED での表

示となる。
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波形表示・チャンネル名表示・カラーコード
DAW 画面を注視することなくサウンドと対面

スイートスポットを動かずにミキシングに集
中できるサイズ感に徹底的なこだわり

先進の技術革新は Network がもたらす
柔軟な接続性が進化のキーワード

必要な機能を、必要な分だけ。プラベートスペー
スから、商業スタジオまでカバーするコンセプト


